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　まあちゃんが、「寒さむい、寒さむい。」といっていましたときに、お母かあさんは、子供こどもたちのきものをぬいながら、

「もう、あちらのけやきの木きの枝えだがいろづいたから、じきにあたたかくなりますよ。」と、おっしゃいました。

　まあちゃんは、お母かあさんにつれられて幼稚園ようちえんへまいります途中とちゅう、ふと頭あたまの上うえをあおぎ見みますと、うす緑色みどりいろのやわらかなこまかな葉はが、いっぱいけやきの木きの枝えだから出でて、おもしろそうに笑わらっていました。

「お母かあさん、あんなに葉はが出でた。」と、いつかお母かあさんのいわれたことを思おもいだしたのです。

「ほんとうに、かわいらしい葉はだこと。」と、お母かあさんはおっしゃいましたが、いつか、まあちゃんに、

「もう、あちらのけやきの木きの枝えだがいろづいたから、じきにあたたかくなりますよ。」といわれたことは忘わすれられてしまったように、まあちゃんには感かんじられました。

　ある日ひ、金魚売きんぎょうりが、あついので、この大おおきな、けやきの木きのかげに荷にをおろして休やすんでいました。まあちゃんは、ひとり幼稚園ようちえんからの帰かえりに、じっと立たちどまって、金魚きんぎょがあさい水みずに泳およいでいるのをながめたのです。

　また、夏なつのあつい日ひのこと、兄にいさんの正まさちゃんのおともをして、せみをとりにあるいたとき、兄にいさんからかごを持もたされて、この木きの下したに立たったことがあります。

「小ちいさな葉はが、こんなに大おおきくなった。」と、まあちゃんは頭あたまの中なかで考かんがえました。

　三輪車りんしゃをもっているのに、まあちゃんは、二輪車りんしゃをほしがって、お母かあさんを困こまらせました。

「秋あきになったら買かってあげましょうね。」と、お母かあさんはおっしゃいました。

「秋あきって、いつなの？」と、まあちゃんは足あしをぴちぴちさせて、畳たたみを打うちながら聞ききました。お母かあさんは仕事しごとをなさりながら、

「秋あきといいますと、あのけやきの木きの葉はが落おちるころなんです。」といわれました。

　まあちゃんは、はやくその秋あきになってくれればいいと思おもいました。いま、風かぜの吹ふくたびにいろいろの木きの葉はが、小鳥ことりの立たつように飛とんでちりました。

　いつしか、けやきの木きも、すっかり坊主ぼうずとなってしまいました。

　まあちゃんは、幼椎園ようちえんからのかえりに、青あおい空そらにそびえた高たかいけやきの木きを見みあげて、こまかいとがった枝えだに鳴なる風かぜの音おとをさびしくききました。

「おうちへ帰かえったら、きょうはどんなおやつかしらん？」と、そんなことを空想くうそうしました。しかし、お母かあさんとお約束やくそくをした二輪車りんしゃのことはとっくに忘わすれてしまっていました。


底本：「定本小川未明童話全集　7」講談社

　　　1977（昭和52）年5月10日第1刷発行

　　　1982（昭和57）年9月10日第6刷発行

底本の親本：「未明童話集5」丸善

　　　1931（昭和6）年7月10日発行

初出：「子供之友」

　　　1930（昭和5）年11月

※表題は底本では、「秋あきのお約束やくそく」となっています。

入力：特定非営利活動法人はるかぜ

校正：きゅうり
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青空文庫作成ファイル：

このファイルは、インターネットの図書館、青空文庫（https://www.aozora.gr.jp/）で作られました。入力、校正、制作にあたったのは、ボランティアの皆さんです。
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